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蠶種に於ける經濟史的考察　
特に長野縣小縣郡に於ける

碓氷茂

　　　　　　　　　　　　　　　　　1翻　品　種

小縣鮒こ於ける鷲罐重は叡よ職多の耀をして嫡が・害訓剛ゆ暢駄捌ll細靴
至る擾濯の大要はi次蓑によつで知られる通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　小縣郡に於ける菰鍵r斤1種の愛燈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿
　　　　　　　　　　　　　　　出現我は瀧行年月　　　　新iTlI種作成珊

品　種名　　原種　　柵1…　一　　　一．　JWff　lt　　摘　　　嬰
　　　　　　　　　　　　　　H本騰　欝洋暦　　民　　名　　億所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鷹懸製漁月】r》小縣
大林メL（金メの、　　　　　　　寛文年間　1661－1672　　　　　　　　　　　　　　躍Ulの外に”i：野。筑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織・制継・甲麗の凶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ケ國に流ぞt”ro

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競紬製潰川eh小縣
たびこ（ををみこ）　　　　　　寛丈年m　1661－－1672　　　　　　　　　　　　　　郡の外に上野・蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戴・痢膿・ll磯の四
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ國1こ流行す肋

きんζ大林丸’ @尤隷。鯉永1㈱8一級71σ

中　　　　饗　大林丸　繭形小　寅永以後　】7（）4一

中如來糊　　　元丈年間・73　6－・74・　　　　　　　灘縮轡鰍H

金茶闘種不明　　　　　允如澗1736－－1740　　　　　　　　　　　　嬢構繊川。
大如來（ril藁）　中如來　繭形大　安永・天1明1772－17S8　　　　　’　　　　　　　　筏中簾といはる。

小　　如　　來　中期來　繭形小「安永・天睨1772－一・17SS

光　・棚蕪鶴嚇欄撒一・7ss光嘉欄門魏焚
叉　晋小嫌灘小’2　：7i｝c　．瑚・…一・・88幟酬彊澱

轡　白畷灘離鍛蜘・年ユ827　膝轟欄門塩鮒關東・蜘

小石丸又背騨凱天保輔・8・Q－・843小黙棚爲脚1

三囎P勧不明　　天保・年・83・　経・慰古翻1「繍勢

一’；咽簸痴棚　　靴糊・844－・S・・禰鰍上…梛方T・・i

騒　8撒・羅懸i’弘…年・s4・　（統黙雑1糊漿撫，菌・・1・㈱　，

お　　藤　　種　　　　　　　　　慶慮年間　1865－一一1S67　雑山　　聯　上田町　伊那ll地方

　　　　　　　　　　繭形中、

均　肖x条石莞弊螺明治5年1872　’均業融塩尻村儲縣
　　　　　　　　　　‘量多し

　寛丈年間（西贋1661－1672）1こは、塩尻村の藤本善右衛門氏が「獄種の製造をなし、」：野試

磯，相模、甲斐の四ケ圃へ販費し・その温種は大林丸（叉は金丸）及び蛍盆発ζ（3ζは7eだこ）

であつて、大林丸は繭形疋しく、ををみζは繭形一定するζとなく、旦つ撒頭で一つの繭を鶯
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・むもの曾る6肌て瀦は絹懸罎趣輪も・後禰取雌1　用として用ひられるに瀧
渤・つだ」。「元藤・賓永年lill（剛餅1688－1710）1こrきんこ」なる翻，1？1種の飼育が御まれた。1：

のものは大楓より撰肌だもの聯つて・醐多晒鰯こり・・ノく糊・より襯纏かつt・・t・め・

忽ちにして大林丸を醸倒して了つた」ほどである。だが「大林丸は虫質酬建、飼育容易であつ

1た欝め・虫麺臆つて・天保‘1¶ll（醐183・一・843）Stで・川」嚇謙者に働されて

ゐた」o「元支（西贋1736－174（））の頃、信州の驚種商（多分小縣郡の鷲種1萄であらう一鍛渚）輿

州髄瀞遡翻1瑛て灘を鰻しヱ嘲III繊中嫌構へ晃」．而して。の、襯は，縣

郷にも飼育されたらしいが、如何なる程度に飼育せられてゐかかは不明である。叉との頃「費

繭徽齢鵜鱗の温雁鳴が飼育され、金茶種雌i顕とも・輯・．難繊造用鰍用され胤、

　「安永、天明（繭1赫1772－1788）の頃1如搬種をigkii形の：大なるものと小なるものとに甜助分け、

大なるものより撰川したものを大如來とし、小なるものより撰川し海もの瀧小如來とした。大

如來は關東地方に多く飼育されてゐた。この頃、奥州の人、光白溝冶衛門既光内なゐ新品種を

撰出し、聞東地方に；り廻費した。との光白種は大如來よりも火集であつ海から、大如來はいつと

なく中集と1呼ばれるに蒸つた。元來光白種は繭形大にして繭質よろしく、小縣郡に於ても一時

納々多く飼育されてゐたが虫質甚だ弱くL違雌が多かつ海海めs聞もなく慶れて了つた。術し

て搬に光叡は大姻肋魏，蓬蝋呪のは児触蜀随粥厭め灘が獅つたので・lll僻の
人々の中には虫質酬童陰で、灘撫小銀のものに1興るといつてこれが飼育哲了eS、ものが多かつた

ので・漸次小如來力§勢を褐て來te。　e　x・tc於て小縣XSIIでも小如來が飼育さ」1しるに羅つた。そこ

で奥州伽櫨の人、伊藤滲次郎氏は、小如來の瀞に復るといふ意味で、これを3く瀞と命名しfe。

職嫌灘いふもa）…lf．・li三醗くなくなつで了っ謂。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　丈政10年（1」［1暦1827）撫尻村の入、藤本善齎衛r「1氏は、偶然脊白なる新rl’1種を作つな。ごのも

のは虫質弧く、飼育に1響詳易であつだなめ、忽ちにして偲播し、韻溜開港後儒州所1の驚種の大郁

分は脊白であっ海。小ll孫郡史は膏白種にっき次の如く諦つてゐる。

　　「丈政10年、塩尻村膝本鞍緬ill門が、欝種製造の野適地として選べる」糖耕瀾1小布施桑扮

　餅禰11ljの寂にて・撫i艮製造の際、塁澱（難継もV・　。9、）の雄蛾飛び來りて、潔礁1「K叉瞥）

　の雌蛾と撃尾し拠るものに、佳良なる費繭を褐たりき。此畷上墾予陳！縁野牙’il大塚村なる織茂周

　拳の手代政八も亦、小顯にして綜螢多き黄繭種を作る。盤時、信濃，ll野、下野、甲i斐，奥州に

　此磁を廣めしは蒜右衛門と政八との爾者にして、興種類を青由といへり。膏由は3く瞥に比し

　て虫質張く、且つ冷氣に耐’へたり。恰も氣候不1il貢にして白繭中集の違鑓多かりし際のことS

　て、膏白の傅播ひろく，弘化年間に至りては飼育普ねく、慶悠、朋治にヨミb外國へ澱種楡lll

　するや、僑濃より出だせしものは由として膏白なりき。」（小縣郡典鹸篇237～238買）

　然しながらこの獄品種は懸段少く、且づ撚り減りが多い等の欠職を有し製綜、製綿i鑑の進．歩

すると共に漸く嚢へたo天保年1旧G澗∫爵1830－1843）1こ「伊勢山村小田中源二右術1’i’Jreは3ぐ茎IV）

中から丸形の繭のみを撰み、斯温種を作つた。この繭は酪硬なること石の伽くであつたから氏

は小石丸と命名し湘。葡してこの小石丸は最初丸形であつ7cが、朋治初年の頃から、租々長形
のものを捌桝るやうにな餓から．・JJ／／，：形観るこ梱鞭なっ窪。」

　侮丈政。天保（西贋1818－1843）の頃に夏獄が始めて上田地方で飼育さ2し癒。「天保八年（西膵

1837）房山村の土鰹文雷氏は晩夏獄より三壌飼といふ獄種を作つて、上野伊勢崎地方に1販嚢し
（u）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海」　ととがあつたo

　弘化2年（繭暦1845）轟類i重チ白種の需要が多く、このものに不足を聾げたから「．聴滉村の藤吋く

総葛氏は、その種繭Z）飼育を委ねてゐ允ところの下條村の中山煎作氏と共に、夏讃：の雌に春瀬

の雄を掴け合せて、識種を作つた。而してその結果が顧る良好であつだから、途に帯自の不足
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を郷ふことが川來たといふ。當時はこのものは鞭脱鰹墾鍵と降乎ばれて名聾を博した。明治践

イド（醐1872）伊太利人フハ・y・・freは、．この齢せの優良な疑を聞いて湘棚劇氏1照しthC・・

齢鞭六鰍撚本｝。求め林國へ1齢捲」調弘化欄（1蠣・844－1847）に附尉曜nli

茂秋氏は麟翫上9囎1　に1顛し編當劇・イ獅』勧では何纐・．馴瀞・撫轍騰1・・
獄種に上田の二壌があればこれを賀ふものがなかつた。ところが驚準太氏は4守に、上蹴圃種と磐

　し、敢て上田の字を取ることをしなかつ海。しかもこの獄種は帯に好詐勧辱てゐ把のであつ煮。

茂布太氏死し、誕のお瀞灰が代つて同概を」：伊那地方入販慶するや、その年遊だ：甑作であつた

ため、それ以後その種額麺蝉占二勅になつた．而しで蹴認1・α縣18働蝋瀦1難
臨し罫と鴨．・稀購G潤歴・872）「塩鵬獅1・に方奄ては・難と小撒と・llll1に・　㈱

中li　1’、綜質細美、懸灘圭多いものを作つて、これを麹貞と嶺づけて他府縣に販斑し掩」w

　　而して明滑の中葉は憂く猫lll種め澱爾L欺態をま殺し、種々尉【i｛多な獄i砧種が間時に飼轡され海。

朋治の糠より畑の初期ヘカ・けては外國種の1鰍観、ために熱融掘瞼く鵬Lナ燃鰹

　した。然るに大正の中期より、科郵的交靴方法の勃興を兇、順次灘f腎1種は統制されるに冤つた。

　　これよりさき浪野縣は灘，穂敏讐蝋「け祉ごろあり、蝋4昨謝151；1・　鼎棚∫

八十二脱を以てs「長野縣立源獄種製造1りi規則を制建し、同年4月珪1假鋸務所を去蔓野縣廉襯綜

課内に設置し、第一原慧樋製造所を上田1！；∫常盤城に設く。而して大膿2年より岡所製造の織種

を縣内灘同業齢へ411畦伽て酬∫すること融藁も」その後糊獅蝶1り畝侵蜥撒

試験場1二田支場と改稽せられ、今日に及んでゐる。而して同所が4割τ小縣贈llの獺品種の改瀞に

　貢献し海ところは甚大である。

　　（1り　小縣邪．史鯨篇236買滲照o

　　（2）　岡上頁盤照o

　　（3）　　「司＿ヒ頁毒討Aξ竃e

　　（4）r又其頃下糠園結城漁よllも瓢種を多く出し、奥州コ嚇の國々へ賑斑す。一年納城過大洪水あ恥

　　　　　川下の幡臆所にて、」、なる1噛才辮払川」蕊畢飴のII｛1－fdi海の如く、岡薬購μゆ被轡櫛大

　　　　　にして、其年葱種をとること能はず。偶儒ナ｝1獺種商の奥州伊翻lilfl1蓬崎村に到るあり・籍るに結

　　　　　城の水審を以てす。村人のいへるに當地のi桑は細城漣に競燧れりoここにて種をとらば亦好結果

　　　　　を得べけんと。乃ち近郷の繭を蝿求めて駕種をとる。叉其人のいへるやう、儒州は國に欝光纈如　　　　　・

　　　　　來ましましける故、國人等結縁にあつかるを以て、種紙の内番を塑処饗と霜き、此地には鯉験あ

　　　　　らたかなる如來の准ます御堂あるを以て、織國は如來壁と轡くべしと、晋尤と圃じけるよlr此内

　　　　　帯始りた”（養蹴秘録）o」一小縣郷史飴篇236－－237頂：o

　　（5）　　ノ1、縣Ptis史．e余2iS　237頁蓼きIK竃o

　　（6）　同上頁滲照o

　　（7）　　同　　238　頁参撫｛o

　　（8）同242買滲照o
　　（9）　同上頁o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

　　（1〕）　同上頁o

　　（11）　　ノ』、縣君i；史．768頁o

　　（12）　　r1、螺系競K史鶴篇　320幽一321　：藁｛瀞駅｛o

　　　　　　　　　　　　　　　　XX翻種の生産

　小縣郡の獄種製造は既に文藤（秀吉時代、酉歴i1592－1595）の願より行はれてゐだ形跡があ

る。小縣郡典に「丈濠の頃、獄種は薄付とて、一枚の卵量九匁を塵附せしも．需要蔚はひ海す

ら厚付を望みしを以ていつしか卵量十匁以上を廃附せしむるに箭ミれり。腐志寂は之を憂ひで、

一枚に産附せしむべき卵景九久を二枚に1｝｝ll造したるものありQ之を黍愛ごイ逸或嫉莞搾瞬iRといへ
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　りo　（ノ」・県系評B皮霞余tis’236⊃て）

　嫡るよ脱ても・醗敵獺種搬があ礁度迄禰れて記・批と瀕1られる。釦と下
つて v丈欄（醐166／－1672う‘・職剛・の藤紺楠1・qは灘，夜を搬して、これ轍
費暖浄・拘「激年中（已　謄1736司740）、關取の諮國、皆儒州」、蔽日劇識種を求めて，ヒ温と

し踏」ef・・ると切より期・1翼認嚇代釧囎・臨に小耀　の綴：1．，鵬撫鰍進歩レご

ゐたものと鵬疑がJll來る・・rrljして天僻1眠醐1830－1843）蹴撒曜5貴がll’llんi。考・了

t’・1　diL7te　7（Jt　，そ烈ヲ榊L｝年（酬・833）、鋼暑甑その領陳徽する瀕1き繊融難て

iiur1臓勲1蜘つ拙とより鵬棚か・購る。綱i繊網，れば、「・F・鍛臓籐1り1に致
し・此溢（鱗種の製造販・‘～だ一輩蔚）に片審候のf．YGは勿論、農民の本惣を不取灸獅ら心懸Ω淀様糖

轍訓喉」嫡　・脈天保砕（醐1834）、1，曙が村役人醐じて裟置零備＿臓賊し

め焔條如）嘘「一休還灘敵・1獄欄」鱗鱒巌儲、湖”1柵微鏑・。畑・歪訓作
川御瀦¢剛・側麟るよ睨ても、當　昂如何臨漁の榔逢が盛んに禰、れて勲かを知

ることが1陳る・触臨天イ1ξGl脳1818－1843）｝ζ膿淵撒の蝦1カ・禰れ妨しV、。天
保4fド（閥ノ痔1833）¢）上lil淵鮒lj度誕｛二の一飾によれぱ、

「好斑の禰改利・に柵諮微第商脚勾罫」
　Eあゐoとの文爾よ財∬1察すれぼ、夏秋驚種の製造は籐り脅はれてゐなかつお～二，とが卿らdl、

る。爾小繍撒に」：・iitば、

　「：蝋・天保・欄｝・上i晩加勲鞘す。蝦種瞳灘て，小可徽殿驚呪職撚
鞭しめ焔もの紗・斯妾輔rとて、・敵にト虫」駄り、・冊細麟垣1魁め披，を蝋

　に供したb。共偵格は1「f文帥ち一一銭に小杉原釈二放、或はヨ三鞭なりきといふ。その繭は肉猿

　の川料のみに供しハ多くは氷紬に織り交ぜて使用せわ。夏獄の漸く飼育せらるs　ic及び、松

木・」・lll締㈱簿に販髭続つくりて轍せ吠イ瓢・阯脚∫湧山撫・、縢丈鶴晩麟xa一以で

撫を鰻し・之糠勲4珊し、構｛吻崎地方に1鞭せり。醐需要報）伽嫌り駿
　め，一時41絶したりきd（小縣霜1褒徐了溺241－242買。）

とあるより見ても・當時多少凝灘肋生勅行肋てゐたeとが知られる。

　斯の如くして驚種の～1三鷹は朋治初年1こは、外國より獺種の要求を受けて憩激な獲達を兄た。

編に隅なく・國内に於て霊億酬麟髄の徹れるや畿種の1鱗柵雌然止まり）　Ct
こに瓢種のざ1三礎は企く行きつ蜜らざるを得なくなつた。然るに贈時漸く器槻熊糸糸“毒k燕舗i業が

瀕し勲ぬ鞭蝋謝諏1肋代りに潤内酬が盛んに御，れ、撒蹴撫よ再礪盛に
赴き・蜘姪つだのであるが、そ醐、灘の犠鴫飼して、秘の小馴・があつたカ・、と

こではこれらの読朋を略すQ今、小縣郡の驚種生旋獺を衷示すればi次の如くである。

　籔獺生漉額　　　　　　　　A　表　　　　　　　　小縣郡史による。
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（1）　小縣郷史1捺篇鮎36τ〔欝照o

（2）　ll“．1蕾〔黎照D

1∬　翼種の販蟹　　　　　　　．

　ヒ遮の如く小縣澗1では、古くより獄種の生産が行はれてゐたが、與にその鐙種の：大湖1分は國

内或は海外に楡illされてゐ海o勘∫ち我圓封建治下の1二1給自処継潴を破壇1こ導き、商品鯉濟への

大道を開拓するTeめの二亜大なる役割を湖じてゐkものの一一一つとして、小縣沼！1産川の潔貫種を撒へ

る～二とが出來る。この謙種の最初の隙1内移川の行はれkのは勿論朋1瞭ではないが、徳川の中葉

以後でLあるo韓宋のヒ頁、繊瀕の1堀港と共に、火量の鍛種の海外楡出が行はれたo砺してこれガ

海外1喩川は朋治7、8イFの頃豪で績き、その後海外i喩川は歪く1：1二絶されて了つた。丁而してその

後は媒ら國内i楡川lilとして欝種の1・11”t：が行｛～丈れたo

　　イ　徳川晴代に方全ける鷲種の國内移出

　小縣測1滞の誠種の國内移出の灘膓は明かではないが、前蓮の如く、鋸文イ円ill（西暦1661－16

72）に塩尻村の人、藤本善右衛門∫穐がs鍛種を製造して、とれを販費し海ことより見れば、寛

女以前に続に叢種の販質が行は身’してゐ海らしV、。：更に叉前蓮の女llく、尤丈年醐（P町暦1736－17

40）關東諮國が儒ナllヒ田経の巽：鍍種を上品として購入し海ごとより犯るも、小縣＃SilSの欝種の移川

が、湘1常古く」：り脅はdLてゐだことが知られるo術「共頃（元丈の願一設俸勘下綿國結ウ隔盤よ

りも撫儲多く川しド卿1供蝕の國kへ坦頓す。一イド結撫歎洪水あb訓i下の1構鼎卿こて

ヒなる山崩れ落ち，川h三阻籐の間一了1「ll海の如く、民雄田畑の被攣㌃：融iる大にして、共年欝種を

，』る～ン』能はす・、偶々僧州撚種商（ノ」・縣の人であらう一肇濟）の奥州伊葺喉潴伊工1鷺崎村に藩Uるあ

　　　　　　　　　　　　　　くりり、諮るに結城の水轡を以てす澱々」とあるclrころより見るも、當1唐醗に小縣郷¢）驚種は、こ

の地方に移出してゐたも¢）と見ることがlllOl〈1る。

　徳川時代にL然の如くして搬擁して來たところのノ」縣郡の徽種の闘内爺多出は、天保年閥（酉

暦1830－1843）に覆つ一ごは、急激に増力IIし海傾両力：ある。～：のことは、天保四年（rJ［i腐1833）

上田藩がその領内へ・7t（の如き制をしいfeこゐより見るも明かである。

　　r御領分近來盛んに棚威候、就ては澱顧商人典右に確じ遭々相増し候｝il、然る動諮國種商

　人共巾談し、火々規定も呼甑雌候得兆霜規難違背の剃薪1嫡之趣に訓lllへ殊に御領分の

蔚の内には夫等の義にイ・1ゆき、他へ闘へも不ぬ渚多く有ム叉々御領内右酬幅コ同志兎角一致

　致し験種々不取締σ）三遷共有之山、典外銘々乎取の種をも鹸國の名lrlにて商候向も翻聞え、琵

　等の義鵜だ以て不ゴ1割「に喉、却て魔意に慕き取扱ひ候vjkば永絞も可致の腱、本場名口ならで

　副1腋も不蘇獺1心孝臓故の義には可膚之1段得共、癬鈴商の道なりとも1ゴ檬の働を以て取

　扱喉義は有之闇敷毒1こて、殊駆國産の義は入力のみにあらす、天性自然に囲けて共圓に備1）

　候事故、當所礎を以て他の産物亨iくと儒飾商候様の義は第一天馴こ背き喉故、一旦は利澗を見

　喉とも輿助可霧之の道糞；1撫之、次には國の名折に相成、典外彼是不ユ1三の取扱等も有之趣き和

　開え難捨殿候に付き、此慶一統1呼出し有念相糸しし喉腱、制度粗窺め候様致度旨申出候に付き

御領分懲嫡入共永繧¢）爲め、ノi三記の通囲1吸撫”二て、最寄り糸i拷へ制麗糊渡置脚冒・慶

　意を本とし得：1蒙場は勿諭、同商賓のもの共相互に・jb「’調様心懸可中候、術此1：繁畠も致候斜

　ぱi鞠國釜にも相威庭突に付、前段の趣き篤・』勘判1愛加へ可取扱ll叙乍去農と事を鹸所に致し・此

　道に片癬候様の義は勿論、農民の本欝か不取失専ら心懸鮫’様精々致可申1黙扱叉商壷柄とは

　乍lll、何れも兎角爽を飾り驕轡になり、共外於族先々は種々の悪業に携り候ものも霧之〒1転に

　相li｛】え候、是等はilrllより御i；S”i内の風俗にも相掛り候義に付き、失々糺明の1：中f；j’方も有之f碇

　得共、先此慶は勘燐のLイ｛及共沙汰候、肖今恵度相横み候義専要の事に候。

ひ
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　　　一簾商人共へ鑑欄渡し候IM，　¢！fi　k；tt一役撒於て受取，大切に取扱了朔撒吻論鮒1、

　　　無之ものe・1・JP）ll　t（ても糖商科l　l脚郷。

　　　但し叫鮒灘1・は端一獄搬切鰍卿、改辮に魏彬・蹴イ・椴人な以割卿1
　　　候・繊札鉄灘か酬1，巌撫是螺嗣御、へ鍛帖鑑梱華醐喉諮傭の1｝筍
　　　柵緻卿燃ぱ舷棚kU人を以て剛酬候。

　　　一・來’昨より鰍吋詮：韮嫡f麟鰹糊脚愛凶撚燃1鮪之、イ也國の置撒剛1鷹蹴1謁．

　　　鍛搬人醐て・rtl・li・li候、蠣脈よ剛段鞭霞轍剛・付嚇。

・　隅鍬蔽鞭の分棚・瀞よ捌釈唖螺予解湘勤期棚了御：幽諏方：塘
　　　て吟味諌る網｛よりは賃糧曝賄之改印嘔・瓶勿繍翻＊・1灘敢鮒き剣梛｝

　　　宛の齢翻て」納i柳糊、欝卜期・卜五暇1・鋸禰そ蜥へ可酬嚇◎

　　　隔こユ剛の騨鮪村’の内へ己妨崎候鮒・ごは、殿嵐心勧糊・膿諾し繊の趣
　　　搬き瀦叡候儲譲々・剛了艸陥畳・付き識て賭柵狐イ・勘糠之伽脱，懸
　　　償購。　　　　　　　　　　　　　　・

　　　｝’凶ミ取と唱脚㈱置取扱隙、堅不羽1乃父麟。

　　　剛繭他の1聡醐卯突臆付き河域燃鱗味・艸縦諾し嫡敷，1～，鰍轍鰹鰍
　　　共分は取上酬喉鎖：。

　　　⊃E’1砕松晦‘酬ヨより三腱に蜘期灘鐸鞭細嬬謝掘酩肖むジ辱＿櫨剛｛1

　　　覆繍欝繍製鑛、奪繍儲蹴’叉種取揃’賄は六月中伽迄に致鵜鍍

瀧讐㌫糠篇綴留糠撒灘繍謙、灘
　　　出改受可吋猴曾謂￥。

　　　㌦棚躍緻候はば・己妨のも曝餓以て取胴致麟。
　　　’一・藻〔イ秋子の種は改不申に付き、勝乎i次窮商可巾tJg。

　　　柵・銘・伽1候鑑札銘々旗先迄も鰺可鱗。

　　　羅欝鑑灘認儲不鱒のも嚇之瞭欄麟・i欄繭鑓

　　　天保肥燗U」二1一ノ、円」（1州ill囎、・1㈱版㈱238－239郵εよ鵬録）　　．

而して交附された右制度欝の大要やま次の如くである。

1齪軸人へ鑑椛下附レ鑑櫃きものは澱種の蜜買をす7．ekが出來ぬ。

2弛國へ彿澱種繊鮒るeeが1練ぬ。然しながら、離醜そ膿翻離はeの
　　1鍛りではなV、o　　　　　　　　　　　、

3撚贈味の一瞼印のあるもので鮒れば・願することvek・1・ISislwt。榔陛鮒雛め

　　には乎撒料を佛はねばならぬg

以上によつ硯れば・欝・」・騨に於ては・灘の勲移出力・盛んに行齢嬬果，

1禰の灘商入の1歌は既に蛋鞭販戴のヲ蜘醗めら9bてゐたee。
2　然るに右規則を破るものが禺て來たこと。

3塵地を詐つて販壷するもa？も出て來海ごと。

4慧種販費のため農慕をゆるがせにする傾向を生じて來たこと。

5　鱗種販賢先で風紀を紫すものも出て來たこと。

瀕1ら綱離この酬よ姉」に當劇蜘肋諜細咽内移勝畑酬欲れてゐ齢を
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知ることが川來よう。r・IJ天保瓢年上田藩はイ寸役人を通じて鱗種商入一一殻に封して次の如く命じ

7c。

　　「櫛領分の薪L共の内蟄籔に事霜せ、側錘灘種を持滲長族運史居り、乎なぐさ解曽；心懸け、概

　意の商人共へも申拗塀継惑候儀も窟ム．糊職興場JYi・へ罷越一幽ゆもa）引入無黛の金鑓

　蔦遣捨，身持放町相ll父候も不∫之趣相聞きτ1t’以て不埼の竈｝，に償、一一一躰豊灘n商の儀1よ作悶徐儒

　の窺に候得渚、脚捌相泌み次第鼎々麟村、耕作出精可致雪盗：の事に候、此度取締1’laイ引1突に付き

　然るもの銘々鋸種斑商の義もジξ々知れ歴｝峡購にイiJ一き、以後柳の識種持滲長族等致酬1発者は・

　鹸先の次第急度梱糺擁幾も可有之fr則llL心得違無之様可致候。　　　　　　　　　　　　　　・

　一、族先にて舐種押付鞭致し、叉は籐人の蜥揚先へ乎段致し、費込候様の滑もイ∫之趣柑坦え

　櫨だ以て不相濟螂に陵、鰍党是迄族先勝手次第にも相成1謝魁父、右様の義もイ∫之候事と存候

『得ば，以來一判の輔i鑑黍礫川：蜥惣向列・鵬坤談の捕師1候様玖紬て駿意に2認イく條理不

　法の取1汁無之様商斑可致候。

　一、種繭性合不ゴ品11にても下直を見込買受種取致、或は人の約束致置喉椀1繭等直段糀り上げ

　顕取致し、典外埠方へ不勘建のものもイ∫之趣き相聞允是叉不増の：琳1こ鮫、以後オf体の1漁堅く

　無之様可i致候◎

　右の條々若羽1背蓼候ものイ∫之候はば、火々取糺の上急鷹衿巾付候h、灘種商蜜難留1錠様に可

　相ノ戊礫、此鷹糾脅の内灘種取締：方のもの央々申付罎候に付き、猶右之滑共よりme　k巾聞け候

　蕊も靭之開其旨可相心褐f陵o

　　午鳳月（天保況年）」　（ノ1・縣郡典除篇240頁より4ユ∫録）

　　　　廊」して3く告村厳燈へは、

　　　　　「ま巴隼鎌種改の覇、制慶相立て一紐限り庄雄共でド番立症垂き致方の軒打審り鎖揃取9及候様申

　　　　付避険腱、庄齪の申には認種の鵜不築内のもの腐之、年番にて取扱候義慧惑にも存居候もの

　　　　有之撫こ柵酬喉、此慶謹職取締のもの夫列肘、引受爲致候に付きては・騰1揮幡にて

　　　　取扱に不及候剛階可｛猴瀞ぼ叉當年より取締方並に改方のiK・」・k：，搬種改の邸村々役所へ鷲佳

　　　　越喉儀も可腐之に付き、萬端不魔の義無き様世話可致i醗。

　　　　　午五月（二1・一六日を以て庄麗一統に甲渡す）」　（小脇li映除篇240頁より書聡勧

　　　　と命じでゐる。更に錨種取締方頭取、liqじく鑓種取締方の者へは、

　　　　　r此度央々翻種取締方巾付候に就ては、彌馴享心掴去f再1」申聞醗き候制度藻1匡に心得方書付

　　　　の趣相・緻方の潜共へも得と申i玉肋・せ、萬端・徽無鋸貰取扱可致［ljt．　．尚此上心｛猴趣も有之

，　　候得は可申II喉灘綜商人緋卜以來取締方の緻加滑どもへ1附、卿蝶頭取方へ遊li顛

　　　　取より掛乎代へ差幽候様可致暖。

　　　　　午五月
　　　　　此度組々年番庄麗取扱相止、叢鞭脇肪頭取並に取瘤勧の者共夫々脳雌候聞・1膿の趣

　　　　相餐F、萬端取繍方の蔚より受差圃、乎披無之相取計可申候・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭取　　上塩尻村燦麗　　｛蚕　藤　嘉　李　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　國分灘村庄崖　　樋　　口　　1定　　害

　　　　　　　　　　　　　　　　　御給米三俵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締方　下塩尻村庄長｛　灘　澤　庄左術門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　秋和村庄縦　　中　嶋　11i量ノ1三衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　御給米二俵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常田村庄巌　　断　井　縄・齎イ棚10



78　　　　　　　　　　　　　　襟1　　綜　　　墨　　　維　　　誌　　　　　　　　　　　　1：vJ・Si八懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笹」トイ寸11渥　　繊　1畦　萬冶衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙勢山村月三屋　　月i　ノ【1　衛　　門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h洗謁村鷹屋　　ijtil　内　　治　’rtデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ牒糊：1：1醒　小」lk勝興術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乎塚付庄屋　　小1【1ム多左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村∫ii屋　　襯　　　　　　　古

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲1加1村燃醗　　｛，’13柳　寧　篤　衛

　　　　　　　　　　　　　御給米2俵」　　　（小縣測1象糠篇240呪～41頁」：bIi∫録）

　といつてゐる。以腔よつて1，、、tれば、常時曙漁1り｛雌腓常に鴎2・V｝佛惚撹・し1・カIl瞭

だらしい。かくして幕末に及んでは盆々小！i黙郡の1醸械剛；蜘勾移川が行ほれ・燃に小縣1描はソぐ鰐

れ天下の鑓樋製龍業∫也を形成した。

（1）　小縣郡史鯨篇23｛1－237買o

　　　口麩種の海外輸出
　覗國鑓種が始めて海外へ楡川される1こ戴く）たのは慶慮元年（E，Liノチ撃186r｝）であゐカ£、最も郵騒

の楡lilの行はれたのは、慶悠1元fドから明汁τの7、8年迄の旧」であ擦o尤も慶1燃尤隼以前｝こ於ても

撫肋海外騨1が彿次れてゐたが．それは1輪1駿つたのである。鮒鹸出の露いも幌レα・嚢

　「弘イヒtl可旧Q4Liノ査夢1844－－1847）幅島梁川町中イ寸氏が蘭館に於て伊太利人に販斑し、文久冗隼（西

暦1861）駄利人マ・r・　i’“が・繍、に鰍劇、國｝、途［ll擢泌こ，』撫凌，る。撒牌（瀞撃

1859）横濱の開港と岡時1に生綜の海外楡川Pま許可されたが、未だ1當1嚇譲種はi・一！1｛縣の）C鰹」で

あるといふ灘由によつて海外鍮川を榮じられてゐた。而して文久冗年（1，LiJS，1　k86’k）に棄つて漸

く見本としてのみ海外へ途ることを許され、つづいて慶鷹｛元年幕府力蠣瀞段楡出を許可す為煮岡

時に我國鷲種は非常な勢を以て海外に両つて流出されるに縦つなo當時鰍洲に於ては鷺病一・微

粒予病一が猫蟹を極め、騒看1窪製造の不可能に陥つたことは勿論．殆んど総ズの醗撫は壺滅の淵

に臨んでゐた。ために「佛國大統領は我國に叢藍樵を求めて楽距o弼して當時我國よ1）楡繊し。掩

鐡種は一萬冗干放であつた。佛國で我國より楡入し海獄磁の｛翻歌子病毒を蒙」翁査し距結架嫁M病

毒あるものはこ二十漁枚中八枚の割合で・あつて、その域績が頗る佳かつ九ため、飛國の灘種の1雛
　　　　　　く　め
儂は急に押・つたo」

　當時小縣郡に於ても醸種の海外楡川を企てるものが甚だ多く、これによる牧入が莫大であつ

て、それがためその頃小縣郡の灘磁業者は蓋鳶の使ひ方に困つだ」とのll辞きへ鍵つ’ζゐる｛立であ

る。而して小縣郡より海外に1のつて鍮出され海窟品樋の多くはその當時の漉智ものたる育自殖

であつた。青白瞬「叉昔に比して鹸質強健、加ふるに冷氣に耐克ることが出來たから、當時國内

讐て食鵬するもの甚だ多く・；eれがため1勝へ榔樹・る外」餉酬が盛ん1・禰れた・・1

　斯くして識種の海外楡出力書急激に行はれるや、ここに極端なる識種の灘ll製濫造並びに不正」取

引が行はれたoこれが瓢製濫造並びに不JtE取tJ　lの搬なるものとして、

　1　楡逡中獄兇の捜生を腱瑠Lて火獲斗をかけ

　2　獄種に丹鱗を布いて、色氣をつけて轟鍛種と子1辱へ
　　　　　　　　　　　　あき±　3　英種を麗種の表爾，錨間のある所へ貼付し

　4　他國製造のものを自國の製燈と構えて1り｛費した

駐あげるこe一が隙る・　illiして糊製瀧咽・襯瞬瀞瞬；糀1制されてllll紘磯

慮コ噸謹だしかつたものと賊艘鵜・1・に1・L霊漁姻瑚、1臨鮒て、姻厚・加も鰍
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＿蝋蹴べから三｝）－i，Eしてゐる．然し斗秘1繊の蜘イ燃として曝触・・贈鷹入雛

從つていよい、1：高じて來な。

　　酬雛1馴にあ侃も・晒禍のが少くなく、「灘二卿・臥・酬二・N・’J’iJ”Fs奥州棚‘・J’

灘衛門民撒名のもの欄府へ内IWt　t．．．て灘樹鯛1・】をしか悩凝を願ひ1、1荊さ悩に

至つた。その1棚爾・は川鰍に命ぜられて識柳購のteめ制…蝦購さ縦・小脚llでは

中メ撫代官松軸工欄1即岐配を鮒、剛按繍捌工肪で聯ゆ獅1へ＊・onktの1三睦鮒だ・

蹴・・蝋棚人に・t・つて購惑が少くなか％カ・ら・観階たびた醐1棘が諮

，　漆れノ鍋、三籠に次の如き請盈：を響琵川した～二とが慮）つたo」

　　　縄iLllll講、1：こくz）難事　　　　（小縣測1史籐篇243－一拷45エ‘fより再釘1）

　　榊轍・㈱《‘こ撚続御改所に於て、徽に付いては澱看1徽原細嚇金紙一枚1越中央に

　　轍印識・惣ζイ脚鵜瀦棚嵌lll．御雌ひの粥更捌加嚇剛［嘱1鮒・・揃賊伽
　　頒．鰍．一徽＋六、1轍欝こ二伽小・蟹緻徽、銘鼎d鶴劇1轍轍御工蝦嵐種
　　細、獅種継佛裟【、ならでは糊剛llヨ偏繍㈱糀も細・・切解徽i鞭r麟レ洩温

　　胴鞭眺灘は鰍唖父徽隙ト列・紛　駐断磁に小切に致1㈱・ば・戴へ鰺喉節・

　　購賭徽印f｝tg・k／t撒惑蜘、爾・燃1蝋先瞭て酬』方絃可幡轍緻し一蹴魂㌃

　　灘澁灘1、儲、魏妃徽1糖の爲翻蓬紘へ一欄御鰍卵1噺翻側鰍訊戊下1蜥・
　　私共＿．同紹願i輿遊墨、オf願の趣は御沙汰難披及も再鷹歎願の趣無除嚢筋に付・御1瑚被上候に付

　　き、ジこ。御」醐の1・：・・f・・Jr、　，hsci，無之様當御取扱ial）役所…御改印a・iい・……和轍捌・堵は小切に致

　　紺ぱ」撒醗紙一・髄解C醐分瑞・＼日」轍しf咽鰍1鯛轍よ姻々・戴轍・
　　徽醐秘脚蜘酬三嶺蜘酬鵬鵬嘲11に記し識て鍛灘1脚了へ棚1脚礫文の
　　通り譲1耽以て鶴，抑11」胤轍御陥の・鰍仰渡、且つ小切勲方剛き疑惑無之様

　　糖念入鱗畷抑坤、・・｛lf鮒き嫌∫臓難P鰍雄鰍繊御沙汰’江糊嚇紹以
　　被仰漉之趣一・岡承知…弱畏険、依之御箭印形盤1：巾候薩毒如件。

　　　慶駈甑ニニ貸ξ肉義プ｛月二ニー1一四日

　　　　下之條村作ノi三衛門　JJAI村宗四郎　．ii・iMI3村谷　露
　　　　生堀村宗　六鋼糸lr鮒林之助　鵬脚ll∫茂ノ・三衛門
　　　　海野町善之丞越戸村烈　オf衛門　同　友右衛111」
　　　　岡灘村文次郎上丸刊寸J・，1三四郎　中メし子村溝之助
　　　　中　燈　村　八　　　作　　大　澱村溝兵術　　　五明村　九eslS兵術

　　　　松代荒物lll∫挙左術門　　rl塾島村　八右・術門　　　喪沼村～卜田要太郎

　　　　須坂穀町傅鉱郎岩　村xyr七郎　下塩尻村湖ぎ衛門
　　　　下塩尻村忠　助枕｛頼”1・村乖イf太夫　杭1頼下村ま乏li・郎

　　　　同　　元右制坂木村彦九K・ls　坂木村團右術門
　　　　金列・村定縮創」1塩脚握鮪制“」　髄附八鰯蒲11fJ
　　　　伺　　園右術11・」同　　婆縮｝門　棚・横三f左術lll」
　　　　同　　孫ノ、三制・」同　　1ff　イ・Fi　構鮒郡　臓
．　森　村鐡右衛門東」・卜1附英之助　イ鋤鮒寺・茎i’　a「t郎
　　　　伊勢山村講次郎同　　’i原編測　坂木村・N　KtlS勲
　　　　禰津酉川r忠右衛門　　金弁　村　七左術門　　　金剛謬村善右繭術v’」

　　　これに附｝幣して憲ミ出しブヒ槍印願書1’ま次の如くであるQ

　　　欄千議松鰍織1隔，
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　此口方ハ貫二瓢匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯　イf了濫∫　ilり

　　献永七期献卜三・三文　イ・頓舗付

　　止闘1寵醐勲九歩イ畷墾査憂鵬，三1燃

オf之通り御改印雍屑頂1ゴ殴以1：

　　寅五月　　　　　　　　　　　　　　　　　　イf村役人惣代　　Jl｛　ノii　　　　坑

中之條‘圃旅叢歪1種御改所

　　かくして、翻：種糊製濫造の防」1二に封しては官民共Fζつゐめる漫こるが‘t；eつたけれ薦臨、編に

　その効果を納めることなく朋治に斌人つた‘）明流：北年（或｝：実ニニイ厳k説す一小叢厨i獺級）、萌冶館：麿

　は鷲卵叙生懸改瞬を江戸に設け、これが取締に徽らしめたQ葡して「明治li鄭ド徽種製蒲取締異繕

講膿布し洞揃毫に燃・Eにq騨醐翻占臓獅し調い隅よ1鰍鰍擬捌臨ξ蝦し
　た。」

　　．ltUtの如く搬1種の楡川は慶1藤よ1）朋治へかけて飛躍的獲臓姦‘姑たが、明治初年蹴洲に於《は

獄病の駆除豫防法郷1せられ謡瀞飢構入を↑fレよなくなつたい猛うがこ捌審蹴靴嬬勲臨

　國の欝種商は、亘叡の測製獄種を横1寅鵬1山こ出しTeから、その獄給度に火して、灘に勘劇蟷醗

に窮し、徽の川瀟に1耳二め誠は鱗す欝・糊lt礁し実1調し噺嗣、　綿礁漁勲

　中にも可域り鍛種の測製灘癒を得つたものがあつ海ゐ、・醤聞に醇つてゐts　o

　　ここに鷲種商は大いに慨るところあり、欝來の弊風靴…掃する鶏～業に努めゐ滋～二るが齢や

海調へば小縣雛於て「麟都講愉蔽輪も嘩1醗して、舶その楡磁嵜鵡然
　る後費り出し海如きはその一例である。而して「明治九年畷撒種呪）海外楡lllは殆んど傅轍：し、

國内納つて馴さ輝やうになつ糊

　　　（1）　りト上鎧誤民「‘k綜餓IIミ貿易の濫膓」止練線濟研：究綱禰號114買Q　　　　　　　　　　　　　・

　　　（c）N）高髄韻聴川琳f脈於ける猟絡獅臨一ti」・1映灘脚騨1聯3∫撚ポ

　　　（‘，t，）　小縣郡史飴篇24皇塚ゼ審照o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　（4）　　『聾237－238買巌」M竃o

　　　（5）高柵翻露氏「徳川蒔代1こ於ける鎧綜業の幾糊中央激糊艮昭手iゆ年4η號4s頁。

　　　（6）　これは内願轡建が事を作つてやつたのかも知れ激o小縣測｛史瞭播245買は次の如く諮つてゐ着o

　　　　　「　仰9枇動・1欄繍宍戸融衛門はいヒ野藤瀕こ於いて、鱗腺鰍脚Uせられ、趣齢

　　　　　百圓を出し、小雫外一儀は、武藏八館子山上重郎’古術門方に於いて僧濃の獄麺家惣代藤塞終露

　　　　　術門・飯島慮左衛μ1螺へ謝状a・　i，liしたといヘリ。」

　　　（7）　　ノ∫、環系一BIS．史奮舞篇243頁鐙∫1賦o

　　　（8）　　1越　　　 309買灘撫｛o

　　　（9）　　聖瑚　　　　242・一一一一243頁滲」IC｛o

，　　　　（10）　　詳可　　　　3⑪9ヱft“PtjK｛o

　　（11）　　r司　　　310頁＄∫！く｛o

　　　ハ　再び鍍腫の國内移出

徳川ρ糊から後期iこかけて小縣欄llilの盆1撫が先づ國内へ診わて移出されたし』諌に瑞寡

末から明治の初年へかけては、海外鹸出の行はれそ5と同時に國内移lliがぞ1fはれ海こ1と．而して

明治九年頃には海外楡Illが全く杜絶して了つたこと1ま萌述の如くである。常時羅種の海堀・激lil

のオ蜷と共に・小縣郡の蓼騨商の受けた打鵜灘・砂くなかつたが・脚既一ご當1騰期

に於ける生綜の生産が急歩調を以て勃興しつつあつたkめIC　．國内に灘諏を要求幽引る養謙1蜜が

多く・海めに小縣椰の舐種製蔵裳者は、海lfト楡川の仕絶による波落より免れるζとがll擁た。
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翫饗翻獣鵬1灘難糠撫1講灘・鷲

望た・そこ窯燭騨㈱匙齢取醐駄そ嘲i麟蜥臆期・し、繍縣の不瀧

と，職蜥嚇研・剛・畑の鵬嬢そ伽胤いの鰯肌、，網1・ん脚し囎
剛19fF期18日1映：部峨制’1・蹴して白・1・鋤・なつ海．了lliしてかかる”ll剛繍1を彿＝

避諜嶽継撫撫騨鑑：徽粥難ll謙聡

そ，こ _山鶏の灘期ギ・で賊馴繍灘勃醐噛嚥して譲、た、羨め、山撫

騰躍難灘議際億繍撒」慧謙1警

よつ‘側魍では融・醐舗継鵬鰍多既燃・し・蹴瀦一嵐オ、謂につ

叢籍魏瀦齢奮奮撚識鑑瀦鱗霧薯
鱗灘欝響礁響1鵜輪灘際撒識難時
纏欝　譲鹸菰饗1　搬欝繍灘・1趨欝景

磐撫雛灘訟姿愚繍灘灘琵聖謙欝鰻
膿商瀦へ順セ・つ・・1さ・・そ剛側瓶fLつ纐惣肌泡・鰍を伽だ講
してその襯瞭墾・灘とつて鯛に酬し・　・1．1梨縣と剛糀氷桝る・と淵1織」。

隅1㈱9働1・d23‘1・迄齢く長蜥礁予轍費吸隅代で諺疎、蹴蜘鰍で

灘難；繕鰍1難難幾講難葉繍よ糠
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　　（1）　小縣洲；史蝕篇　312・－313買滲照o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v・

　　（2）　問　　　313買・参照o

　　　　　　　　　　　　　　XV翼．病の豫防

　獺病には禰々あるも、就II1最も恐るべきは微粒子蒲である。彼の慶1憲年冊・佛蘭西・伊太利

等が我國へue種を求め矧ぐたの齢くこの言1納のためであつ”ご、當ll撒洲こ於“d・醐櫛病が

蝿し灘種の製造が不可脳・陥つてゐ肋である識國の鑓脚鞠τ於でも亦との側1好病
には久しい以前から大・きな脅威を感じてゐた。斯の如く微粒子病は翼：牒当1しに取つては大敵馳費あ

つfuがため、嘗餓國に於て罫正に霊：翻とV・へば、鵬に微巧…好靴思はしめプd鍬力1あつた。

　この澱病の傅播は鞍だ額敷であるから、徹底的な騙除豫防法を請じなくてはならぬ。而L。て

現今これが海めに行はれてゐる駆除豫防の：方泌は、菰置種の母蛾繊密丘である。この槍苧註によれば

微粒子病襟を保有する欝頭駁の礎卵し蘭：獅職発癒に除去するUとが川楓微粒子病の臓ノ1撒嬢

前に防ぐことが川來る。それには顯微鏡を仙川して、母蛾が蒲襟な有する蒔・否や鵜槍すゐこと

は改めて申し上げるまでもない。
獺の灘子病t・，．、atる猫シよ職り泌つ妨し詠淵・に㈱揃ち働雛秒撫の

は漸く明測イ剛降でm，る。明湘・七‘隙尻イ・抑藤糎材醐lll民はr閥…好鵜ド1除法に翻し・

幽瀦に囎の撚を詮・楓期蕊伽して・…耐盗の顯微徽求甑、且蜥丑繍i伽顯
微鏡を借川して、長野縣博物場で、縣愛員と微粒了病襟の．「Slll除泌翫講習した」hいふか“ハこ

の頃は既に微粒子病の恐るぺきものであるこゐが可成り弧く漁讃に上つ“Cゐだもので幽ら弓も、

明治19年長野縣に「鷲懸粟組合取編所が設立されるや、1ツk内郷宇木村に翼：灘謙融糟所雀1設け一ご

講徽を榔晦り・7Cの・・隈獣欄1齢の撚農圃嚇し纈徽鳳つ譲、1蹴孤顯出・
而してtれが騙除を術はしめ海。これが畏野縣に於ける欝1種槍査の嘱拠で撰1｝つた謁帥ちこの時

初めて小縣湘に於ても、徽病f象防駆除のfeめの槍蕪を脅つ海のであるo

　鵬20・隈商瀦令第九豹嚇磁㈱測の齢1・よつて訓に撚蹴娯帖、海力転小
縣郡織業縦糠務所で1・Sk　．同紺合の縄費で、驚痢蕗驕舩解棚を」：田lllrへ設置し編披に明蓄≠｝

31年鷲種槍益法の實施とともに、小縣灘種槍益所を．1ゴ［1片’tl二町に設け、’91，，TI・．病榊微粒予癌Pの騙，

除豫防に當つた。而して同所は朋治38f臥小縣叢蛋病豫防窺務所と改顔、明治45年には、鼎こ最

墾f鷹鎌！噺所小縣支所と改as　L17Ce而してこれが1帳1労を1醐・傍陽・丸’r・q蜘1磁｝聯κ

ケ所へおV・た。今その管轄甑域を示せぽ次の通りである。

長小

轟騒
所

出張所名　　　同　位　置　　　　　　岡管轄1鍾域

刺1川出張厨　　刺リII村大崖賊503　　滋野・禰潔・才n・縣・剃1川・塩川・長瀬

傍陽出張所　　傍陽村常光専内　　　本原・長・傍陽

丸子出張所　　丸子・IU∫役場内　　　　依田・丸rr・・：東内・酉内」産篇・長窺露lllr・長久‘聴

　　　　　　　　　　　　　　　　新町・火門爾1田

中塩田禺張所　中塩1・rl村保野1亜590　密士山・東塩田・中壌田・tii［1塩田・別所

泉田鵬張所　　泉田村楓田颪32　　泉閏・窒聖登・浦果・胃木

　　而して「從來濁蛾の槍査は、專ら男子吏員がこれを行つてゐたが、明治41年農商務省令を以

　て、槍定め上、女子を鑓種槍礁吏員として探刑することとなつた。長野縣は女子鐙黙謹糟斯規

　程を設けて、講習生を募集し．とれをして蹴種の槍査に當らしめることとした。今講習4三の撒
，　　　　　　　　　　　　　　　　（の

　を示せば次の如くで診る。」

　　　　益F　　　次　　　　　リ」治41　　　42　　　　　43　　　　　44　　　大了直ラ己　　　髄2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　昌

　　　修了崩　 76　95　4S　53　54　45　21　2fl　1¢
　　而して左に同所¢）調イriによる、特別猷種瘤毒i歩合・磯匠駿歩含．蟹蝋捕殺敏・lll：等斌）1統討．を泳せば
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次の如くである。

年　　　次

VJJ治　　35
　t’　　　36
　”　，　37
　”　　　38
　”　　　39

”　　　40
t’　　　41

”　　　42
1t　　　43
Sl　　　44

火　ril…　　1
　　　　　　　　　i｝

　　　　　の　”　　　　菖
　”　　　　4
　tl　　　　5

　　　特別戴種病様歩合％

一・酬諜態編麟端1化磁

10．9

10．8
16．1，

鶉S、0

19．0

21．0

17．0

21．0

12。0
7．0

5．1

2，欝

2．0

1．5

2，8

詔．8

3，9

5．6

10，0

5．o

4．0

4，0

4．0

2，0

2．0

0，7

0，4

0，T
⑪．2

0，7

21．2

61．0
2（1，0

35．0

37．0

44，⑪

16．0

19．O

ユ4，1

4．6

4，2

6．7

12．5

ユ6，5

1s．5
28．1，

35，0

22．o

37，0
2＄，0

30，0
覚0，0

20，0

7。6

3，6

2．s

4。5

11．6

聚　　蛾　　渉　　合　　％

惑珊謎縷壷縫；礎i…「叢！i覧

76
11
s2
79
79

s7
84
s4
s），＄

88

87
98
8s
，s8

s6

73
77
SO
77
76

s5
86
86
90
88

S9
92
89
92
90

913

94
9蒔

の

94
92
90
99
91

96
97
95
94
92

s’）4

93
92
95
94

95
92
93
94
94

9G
96
90
92
90

　石　　冨

34．2蕪

37。398

22．254
20．597
18，008
13．076
’17．S44・

ユ7．48s

9，45局

10，4s〔｝

6．鶉52
7。亀｝94

（わ小縣郡史僚傭242蹄ζ「慶慮ラ亡年佛蘭酋國1こて撒病狛猟を棚めし際，1湖國大統領は我國にliFiうて戴

　　稲を求むo當時我國よIJ　iiin　fllせし蟹種は1萬昌干枚なりき。佛腫輔はこわが微粒子毒を検撫せしに、病

　　毒のあるもの25椥ζつきs牧な｝職鍛」とあるよ睨れ鳳暫賊に於ても當ll鋤に1灘好病の御三

　　してゐたζとが衡5ら堵しるa

（2）小縣珊6映係篇314買饗照o　　　（4）　lliJ　311　Iltfa照o

（3）　岡311頁麟照。　　　　　ザ　　（5）同318買惨照o

l糠ヒ「翻肋瀬跡法1’こは、フオルマリン撒布法、1轍アルデヒ”一一瓶斯満撒、蒸鱒擁法及τ甥

　i沢溝糠法、加魯児不：f戻消窃i法瞭あるも、小縣郡に於ける火部分はフオルマリン撒布法の溝法による嚇多

　しo随つて瓢懸品の販費の現出するを臓見したれば、明流39年フオルマリン鑑定に關する蜆程を殺けら

　るo小縣獄病豫防事防斯は岡年より當粟者の依頼によ！】、分析鍛建を開始し、之が救沸を遮かならしめ

　たりo　フオルマリン使∫H敬獄は夢ζの女日しo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小縣郡史侮篇3コ8－3工9罫τ）

』L烈蟹IL謹⊥－1⊥黒よ塁劉。L照い・［蝉いい1・⊥に
破副、，諮　、，卵、。、、1，。，9、S9、6、／96繍一礪爾爾蕪磁葡蔽、1

I　　l　　l　　l　　　　l　　　　　　t　l

V翻種に關する諸團体
　凡そ一地力に物殊なる産業が起才Lぱ、この廃業による利岱を獲縄するkめに、その薩業を中

心として、何簿かの形の醐休が後盤三する。小縣牙lllに於ては徳川晴代より驚種の製造が盛んであ

つ7cから、これに關する圏休の磯生を見丸。主なるものは妙妙連（後に均業砒となる）。予隈愈

剰：・慰種報國靴・欝種同業組合これである。而してとれら諸團休がそのm的とするところは火約

次の如くであつ7eo

　1　類種生魔上の公李なる利釜の獲得　　　5　同叢潜の親睦

　2　販費方法の向1：　　　　　　　　　　4督業その他諸般の窺項の評議

　3　優，良掻種の4k崇

　一妙妙漣（均業illl：）は朋治初flミの頃、上塩尻村の叢種製造家、藤オ煙孫∫衛rlll漏三藤八鄭右衛

門茜水鋸蒲肱馬」撚ぺ小制陵三郎のll祇によつて設立され為豪読1嚇螺濫造の狐雛
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　極めてゐ艶我國の甑種は、漸くその聯偵翫タ謙良せん占してゐ疫から、妙妙漣Φは大いにζれセ

　憂ひ専ら鱗種製造の己兜蒋を圖り、勉めて精灘せる欝：種靴｝楡lllすゐことに舞力し海。？ll時同盟齎

　の惣代としで藤橿剃f衛門民を棋瀕ノ＼溌り、常時撫留せる｛Ji’太利入フハツケ氏花始め、llκ商滋

　塒約を結ぱしめ，大いに妙妙漣の嬬川をIIぶし沁。當時妙妙溝の欝：獅のみはr揮見無し」el二て，

　賓買の際に物品金休の槍納モ密ご行ふことなく取引が特はれ海妖ど（ひあつ海。そこで妙妙浬にカ1！盟

　を申込むものが績々顯れたが、雛易にこれを許さす、僅か婁突嶺のものがこ身1・靴維持奉！畿績した⇔

　明治六年叢種製雌〕瞬漏規則の磯布義ともに、百亨洲1測織に改め、均業耽ゐ呼んだ。以1棄鍮々瀧聡

　を蝦張し、その後の同蹴の磯展に剛猟1しいものがあつ海が、灘種11∫場が嚢遮…海外楡川の’i：i：

　絶一に趨く，とともに大いにその乎翼窪を受けた。朋治17年∬月、同1｛｛耀Lの協幾によつて」流則の

　改1Eを行つた。ζの際十撒客の朧激す7」ものがあつ九が、幾のの17・名は諭々解1束し，耽名鷺塩

　尻均梁耽と改構し、佐藤八郎オ1衛門氏を瀧｛是として鋭惣同敢の挽回1ζつとめた。その襖國1椋：置

聯螺から制酬て訟i氷その名繍鵠る臨つた8、τrli　Vて他構力蝋業酬臓
　受けようとして1鋤翫に集り來つプこものが撒百嶺に上つたゐ㌧・・ふo

　　二　干隈會靴　は1脚治8イ1協月の創立であつて、～：れが創立には小縣、埴糾・拠級諒1り1：・水内・

　佐久¢）各郡の鍛種製瀧業う欝が滲抑したf，川的鳶するととろは，同業滑の糊1転槽業i儲惚唱こ

　議、版路の協定等であつka而してこのものは明治9年2月畳！野縣鷹より設二、ヤニの静可懸得た‘：・

　　三　灘灘蹴國耽　は1｝J］治11年1：田町にll姐’：されたQ問融は各府縣へ姿員を派潰して、イ∫活：者

を蹴レ各臆皮瀧細て・・ノ・噺牒礫展に三1欄輪＆るが獅沁・1り脚4f陥は
　丈1薩の：敷が134を鱒：し距が、撒年ならすして嚢へて了つ海o

　　嚇獅礫諮囎・講月調鱗齎・鰭糖・1聯匠…糧痴噛灘・瓶
　田紹害：創設し海。その箏務所は1：田町に泌琶、謝殴の事勝を掌瑚1し海。明治19年に‘1嫡臓！三撒

諸の外に獅礫濟勧1へて、糸胎縄糖改め、小；1騨聯1繰団1繍爾i礼悶t，I」lifl2L　，tl；一　，同

　組合は、蒋艦巳四業脅合併存立4）不便を痛態して解散し、各聡締は各白i蜀：菰の絢介を設立L〆た｛．」

　ここに於て小縣郡の搬1種業聯は、礎く縣下の同慮を糸1ト脅して・岡年6丹1日、楽尉ζ組合翫綿1織し

て膿撚鮪覇研、た．曙撫蝋噺H矛演を鞭して、・欄繊1霞畷鮪撒翻’
た。鯛治45年3月、「蝉n！甑臆総・ナ・を加へて．　・i9・野縣小騨翻1窪同辮胎撒め・緒｝σ・

　地域は小縣郡金体に渡り、紺介貝1散一・干撒百嶺を筑しTe　o

　　獺緑業L田組の創設され海頃ミから、養羅粟者にとつて最も霊大な問理は、攻il何にして微粒子

　病より艶れることが出來るかであつ允。側小縣郡灘癬i業」：田紐の設置されπその年、長野縣に

　於ては驚縣業組合取締所を設置し、岡取締所では．1：7X内芽1｝；宇木村へ鑑縮1婦型所を設けてh認瞥

　生を各瓢から募り、その挙粟生をして各郡紐合の餓種糖浴資に任命して、微粒子病の携防駆除

　を行はしめTcことは前述の通りである。然るに明流20年には・距に多撒の槍猴風を必要とした

　から、小縣郷獄綜業紐合窺務斯゜が、岡組合の経費で、識嬢駅除法偲潤所を．1：田町へ1没澱し海こ

　とも亦前遽の通りである。かくして小縣郡では微粒子病の絶滅を麟つたのであるが、llJj治31年

　小麟獅櫛棚一後の灘予鵬牒聯翻小鰍所一が」潤町へ設｛蹴酎しるに及び・撫騰防

　駆除に關する一切の禦業はごのものに譲つて了つた。

　　Cl）　小縣郡史飴篇310頁屡員｛竃o　　　　（i））　畳野縣金rl！第42號霊霊種1黙組合規則に薦きo

　　（2）岡　　31工頁惨照。　　　　　　（6）農商務省禽第42騰甑種繋紐合t｛起則に鵬きo

Pt　（3）　同　　買欝照o　　　　　　　　　（7）　明治3餉禰こ密1ヒ嬢47麗霜腿楡毘lllI同繋組合法1こよ1］　e

　　（4）　　『ミ」　　　311－312買毒　∬（｛o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於杢國搬業組合製綜組合聯脅會）

　　　　　　　（受理　　昭和11年2月20　f，S）


